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これまで、子育て支援＝少子化対策という風潮がありました。「20代で
結婚したら5年間は毎月5000円支給する」ぐらいの思い切った支援を
することで、本気の少子化対策をする必要があります。また、地域コミュ
ニティや孤独対策にも寄与するため社会的にも意味があり、取り組み
強化を求めていきます。

● 少子化の主たる要因は、未婚化と晩婚化
であり、出産後の支援だけでなく、結婚・世
帯形成支援が必要であることを市が認め、
今後の支援の必要性を確認しました。

● 新婚世帯に対する経済的支援を行う制度
が令和9年度に向けて検討されています。
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少子化時代の教育と子育てはどうあるべきか
少子化対策…足りていないのは「婚姻・世帯形成支援」TOPIC

1

TOPIC

2 課題は加入率の低さ
これまでの

部活動加入率 約80%
プレみや
参加意向 約48%

9月から始まる部活動の地域展開「プレみや」は大丈夫？

● プレみやクラブへの参加率の目標設定をして、
参加率を上げる考えはあるのか

● 参加費に対する直接的な補助が必要ではないか
● 運営団体への指導、研修、見回り体制を強化す
べきではないか

•参加率の目標設定は行わないが、参加率の向上は望ましい
•先生から生徒への参加の働きかけを強化したい
•国の補助金の活用により、毎月1,500円～2,000円程度の参
加費軽減が見込まれます
•年1回の研修を実施し、クラブの見回りについても検討したい

参加しやすい仕組みづくりが必要

少子化の主たる要因は「未婚化」と「晩婚化」
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西宮市では、中学校部活動に代わる地域クラブ活動として、「プレみや」が令和
8年9月から本格的に始まります。市は300を超えるクラブ登録を進め、選択肢
を広げようとしています。しかし、これまでの部活動加入率は約80％である一方、
現在の中学校2年生のプレみやへの参加意向は約48％にとどまっています。
この差をどう埋めて、活動を支援していくかが、大きな課題です。
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部活動は、これまで多くの中学生にとって大切な居場所であり、学校生活を支える重要な活動でした。
今後、プレみやへの移行が進む中で、必要なのは「クラブを用意すること」だけではありません。
多くの生徒が安心して参加できるよう、費用、場所、時間帯、安全面、保護者負担まで含めた環境整備を求めてまいります。
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❶ 少子化の主因は「未婚化」

出生数減少の主因は「結婚する人が減ったこと」 若者の希望が実現しにくくなっている。

❷ 若者は結婚や子育てを
　 望んでいる

1972年

婚姻件数の推移

約110万組

約49万組

▲55％▲55％

2024年

完結出生児数の
推移 未婚者の結婚意思

（いずれ結婚するつもり）
夫婦の

理想子ども数
（平均）2.19人

1.86人

1977年 2021年

▲15％▲15％

生涯未婚率の
推移（50歳時点）

1970年 2020年

男性
28.25%

女性
17.81%

3.33%

1.70%

男性
81.4％
男性
81.4％

女性
84.3％
女性
84.3％

2.25人
若い年齢で結婚した夫婦ほど
希望する子ども数を実現できている

❸ 晩婚化による
　「希望と現実」のギャップ

結婚当初の希望子ども数

25歳未満

2.23 2.32 2.35 2.41
2.01 1.75

1.36
0.83

25～29歳 30～34歳 35歳以上

実際に持った子ども数（人）



給食を食べない児童に対しては、給食費を徴収しないこれまでの運用を続けるべきと考えています。
不登校支援には賛成。だからこそ、登校行動と金銭給付が結びつかないように慎重に考えるべきです。

保育料の負担軽減や質の向上に向けた多額の予算化も当然大切ですが、大きな制度だけでなく、
日々の負担を減らす支援を前に進めるべきです。

本当に制度趣旨に合っているのか
給食を食べない児童の家庭への現金給付TOPIC

3

公立保育所でおむつサブスク開始、次はコット導入へ！TOPIC

4
議会で質問1 公立園で

おむつサブスク開始2 コット導入へ前向き3

保護者や保育士の
負担軽減策について
議会で質問

令和8年度から公立園で
おむつサブスク開始

市は前向き、
実現に向けて取り組む

期待できる
効果

衛生面の向上衛生面の向上保育士負担軽減保育士負担軽減洗濯負担軽減洗濯負担軽減持ち運び軽減持ち運び軽減

今年度から国による学校給食費の負担軽減が始まり、西宮市
でも小学校給食費の保護者負担は1食305円から50円に引き
下げられました。
完全無償化ではなく、一定の自己負担を残したのは、給食の
質を維持・向上させるためであり、この判断について、私は評価
しています。
一方で、西宮市は、給食を1か月に一度も食べない児童の家
庭に対して、月額5,200円の現金給付を行うこととしました。
給食費の負担軽減として始まった制度で、給食を食べていない
場合に現金を給付することによって、一定期
間欠席していた児童が登校を検討する際、登
校すると給付対象から外れる構造になれば、
意図せず登校判断に影響を与える可能性も否
定できません。
不登校児童が増加し、学校のあり方そのも

のが問われる時代だからこそ、しっかりと説明するべきです。 

私も毎日保育所への子供の送迎をして
いる父親として感じますが、保護者の毎日
の負担を減らす取組が重要です。
令和7年6月議会で質問した結果、令
和8年度から公立保育所で子供のおむつ
の持参を不要とする「おむつサブスク」が始
まりました。
さらに、令和8年6月議会では、お布
団の持参や干す作業を不要とし、衛生面
での効果も期待できる「コット」導入につい
ても求めた結果、市が前向きに取り組む考
えを示しました。

● 国の制度上、非喫食者への対応は学校設置者の判断であり、西宮市独自の政策判断ではないか
● 給食費負担軽減と現金給付は、制度の趣旨が異なるのではないか
● 登校すると給付対象から外れる構造が、児童の登校判断に影響する可能性はないのか
● 食べない児童に対しては、給食費を不徴収にとどめて国庫返納する選択肢も検討すべきではないか

•令和8年度より公立園で「おむつサブスク」を導入
•コット導入に前向きな考えを表明
•実現に向けて課題整理と予算化の検討を進める

● 導入に必要な予算は1,700万円
● 10年利用できると年間170万円の予算で、公立保育所に
通う家庭の大きな負担軽減につながる。

● 家庭、現場の負担軽減に加え、衛生面の効果も期待できる。
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支援の目的は「給食費負担軽減」か「生活支援」か

登校行動と金銭給付が結びつく可能性はないか

市民に伝わる制度設計になっているか

議論のポイント
1

2

3

給食を食べる児童 給食を食べない児童

給食費負担軽減 月額5,200円の現金給付

同じ制度として説明できるのか？
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